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〈筏曇会わヽら〉友ヽｔJ，リ

　

慨私会ｔia／タク弗鵜帛考をかわヽえＳｒぶ１ね３磨､Jｙし７．

　

どＱ拿隼･= Ct= ^. lA^りーÅの春蚕ｏ､Ｓさｋの巻智や考ｇ妨･

　

ごど゛－こたえら‘れＳ七｀。ど｀･7｀り乍茉にしたら。お豆い1で密まひ・｡

　

-）きをｇ笛私Ｓことわヽごｔt條Ｓかと.iﾄ£斗11吋

　

いたっ？あ･リ嘩す、

　

奮危､患者図体どぷ､＆ぽ断会。､鬘犠ｔ筏喚。､ぢ

　

のぞ本のi惰孚に･友右=ｔ4へ７い３ク､が蚕丿鳴２ヽヽぷ叫｡を參の

　

皆さんに４大聖迷壽をわヽけ？いＳことをかな９､ヽ｀し４す、

　

f曼蚤会ど４．辱痍ｔヽヽあＳ。悉鷹割安ｉ灸念、地ユ安･易り参哨:

　

会を奪泰幸ｌｋ１如ｓｔ十鼠こ鸞行考４こととｔ噛した。

　

会ク､浬営lｔ゛）い・も。今こずっ･分４きし７巾≪港えど有力｀ご｀

　

今年ｒま、下:參でａ方が＝牌もむ唇宵・ざlどぅぞＪ３しく、

　

また丿叙宵なろ４､sl－金鈴両懺きｋ-ぴと ､5－べ・もひｌ:゛亨、

　

とヽ｀らをヽ｀､慨摩昼いこ、冶きＲの罵よ･､り。励、？いＳこｔ，会へのき曳女

　

澪ねｋｆｔ為｀壽砦下さいタポーまちし？ホヽり唇劣。
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Ｊ､１竃､匍i川、１と饗、‘１･･It?lｚツ･ヽｚｌｔ未気

〈=吟奪霧､〉

Γあ寸ね３会ｊに 入をして 白息.海外

　

私11 .ガロ入一年ほの.靫障市肉に往も靫あの長靫りり

を埓っ父丿隋ｚ｀オ，たいｔf主慄すぐ自台ｔｆれを斂

昔すいａと，疸Ｍずい心いろこヽ乙ｚ゛宦表が稼蚕ふだ郎

犀咤云裾べ練t警弗遼呟水万ｙ齢ヽ吟・,れ漆しに。

ｙ吽゛痢．寄生に呼ば‘れE噸付の罹吻を1奪口５かｔ

命tわれ

　

をａ＆ｔ｢｀息孚こｉｋ･･･ヽ麻気lｔ.3ﾖ９代の艮轡

ざぱ三甘ｊ４ｉ乞も今因も令からか八ことノ輝E命ぜ｀泰ふ
こし參くこともどきぢ卜Ｊｋ音も敵艶瞬}－牛４倖

頓ざ漢い、マあ川斗した。ネT)＆２島谷ｙ僅ｔｋ庵一に

y｀い仁つすｙ哨普が､こと、ざした∂、ｚ｀^ら３りつｔx7大きく2ｵ黄７’･いに．つ‾Ｄ !/17 ぴ１、Ｃ.、＜.にJ｀’ぴ1ら’゛~-″･/／’‾　’

､ニ廬７いい61（当時丿尤）仇|暗を腿７（ｔ旨ぞも’と-Ｆ良了

込糾七･1゛マきｰまし靫．
を･主に１わ4ヽ包キりヽぶ．６今６參４託゛づ急Ｃヽまｔｋ

ざし艶．位秘あ團直ｕｔ｀訊・？!=≫-しいｔ。

こｋねヽ拾吟ざしf1ひ,ｚ゛．庄Ξ活や竪･ブヽ子晦f)｀ち海多
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:iL|.tjv-ti*･1ヽ一見当時知r㈲ぞ同ｃ雄心-･叙４を=昨っ
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命分1ニ･ま．をの勇気はなわ｀つ拓がぐ吻ｃよご

ぶね湊埓tニ駈ら･れまし仁乙，ま仁白分物脊３０年生き

２き樗cぺざ．息いこ力冲･れ３むねら自分び崔気にね'

り紅いヒそ希乏４．した。
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思･，７－･り恪‘す． 1｀＆す↑134』lｚ入念ＵＩき。ｔヽけ
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泰it。

またヽヽ茄噛す小っ７はい４せｋｔx｀、惣多もぢ才･７ちり像し艶。

喘に袁きtふ､泰気先廿ｙｔ気xこ小さね｀命'を噛'き字ぢ゛７

かり昔も

　

４娶に７息与心４どきＳなけのこど４し？

や３キ11ｚ｀考。

両じ＆らねヽ拓気(をｉご44代外キ襲膏義)の与ｲ戈さｋをあヽ

特ちｔ、大毒こ゛存じｔ゛し友ら、ぜひさ､ヽijkえｙさい、

刄ヒtｔ叶'ｔしあ。？i､'rん、￥･。-z吽きたいとーヽヽｌｊ。
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